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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 針 が 備 え ら れ た シ リ ン ジ と 、
　 前 記 シ リ ン ジ の 移 動 を 案 内 す る た め の ガ イ ド と 、
　 前 記 ガ イ ド の 下 端 に 連 結 さ れ 、 前 記 シ リ ン ジ に 弾 性 復 元 力 を 伝 達 す る 針 復 元 手 段 と 、
を 含 み 、
  前 記 シ リ ン ジ は 、 前 記 ガ イ ド の 中 空 に 挿 入 さ れ 、 先 端 運 動 が 行 わ れ 、 前 記 針 が 備 え ら れ  
た バ レ ル お よ び 前 記 バ レ ル の 中 空 に 挿 入 さ れ 、 先 端 運 動 に よ っ て 試 料 を 吸 引 す る プ ラ ン ジ  
ャ ー か ら な る こ と を 特 徴 と す る 、 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 針 復 元 手 段 は 、 前 記 針 が 出 入 り す る 開 口 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 ガ イ ド の フ ラ ン ジ に 結  
合 さ れ る カ バ ー と 、 前 記 カ バ ー と フ ラ ン ジ と の 間 に 備 え ら れ た ガ イ ド 部 材 と 、 前 記 ガ イ ド  
部 材 に 沿 っ て 移 動 し 、 針 が 横 切 る 貫 通 孔 が 形 成 さ れ た 弾 性 部 材 お よ び 前 記 弾 性 部 材 と カ バ  
ー の 間 に 介 在 さ れ た 圧 縮 ば ね か ら な る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 非 破 壊 試 料 採  
取 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 貫 通 孔 の 内 径 は 、 前 記 バ レ ル の 外 径 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る  
、 請 求 項 ２ に 記 載 の 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 バ レ ル に は ガ イ ド 突 起 が 形 成 さ れ 、 前 記 ガ イ ド に は 前 記 ガ イ ド 突 起 が 移 動 す る ガ イ  

請求項の数　8　（全9頁）
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ド 溝 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ガ イ ド 溝 は 、 前 記 ガ イ ド 突 起 が 進 入 す る 第 １ ガ イ ド 溝 と 、 前 記 バ レ ル の 離 脱 を 防 止  
す る 第 ２ ガ イ ド 溝 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ガ イ ド 突 起 が 第 １ ガ イ ド 溝 の 下 端 に 進 入 し た 後 に 前 記 バ レ ル を 回 転 さ せ る と 、 前 記  
ガ イ ド 突 起 が 第 ２ ガ イ ド 溝 に 進 入 す る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記  
載 の 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ ガ イ ド 溝 と 第 ２ ガ イ ド 溝 と の 間 に は 離 脱 防 止 突 起 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴  
と す る 、 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ ガ イ ド 溝 の 下 端 に 前 記 ガ イ ド 突 起 が 回 転 に よ っ て 進 入 す る 係 止 溝 が 形 成 さ れ て  
い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 に 関 す る も の で あ っ て 、 水 産 物 の 商 品 性 を 損 な う こ と な  
く 、 且 つ 、 試 料 の 採 取 が 可 能 な 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 近 、 国 内 へ の 水 産 物 の 輸 出 が 増 加 し 、 国 内 消 費 も 増 え て い る た め 、 水 産 食 品 の 安 全 に  
対 す る 関 心 が 高 ま っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 韓 国 は 、 多 様 な 水 産 物 が 生 産 さ れ 消 費 さ れ て お り 、 多 様 な 流 通 経 路 を 通 じ て 消 費 者 に 供  
給 さ れ て い る が 、 流 通 構 造 が 透 明 で な い た め 、 衛 生 の 安 全 性 を 確 保 す る 必 要 が あ る の が 実  
情 で あ る 。 ま た 、 水 産 物 の 安 全 に 関 す る 問 題 は 、 輸 出 時 に も 持 続 的 に 発 生 し て お り 、 米 国  
や Ｅ Ｕ な ど の 先 進 国 を 中 心 に 食 品 の 安 全 性 を 強 化 す る た め の 様 々 な 措 置 が 取 ら れ て い る 。  
こ の よ う な 水 産 物 は 、 他 の 食 品 に 比 べ て 相 対 的 に 危 害 要 因 が 多 く 散 在 し て い る 食 品 と し て  
認 識 さ れ て お り 、 安 全 性 を 証 明 す る 必 要 性 が ま す ま す 高 ま っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ に 伴 い 、 水 産 物 に お け る 危 害 微 生 物 （ 細 菌 、 ウ イ ル ス 、 原 虫 ） を 検 査 で き る 多 様 な  
診 断 方 法 が 提 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 水 産 物 に 汚 染 さ れ た 危 害 微 生 物 は 、 肉 眼 で 観 察 す る こ と が 難 し く 、 食 品 公 転 上  
の 伝 統 的 な 培 養 法 、 免 疫 分 析 法 ま た は ポ リ メ ラ ー ゼ 連 鎖 反 応 （ Ｐ ｏ ｌ ｙ ｍ ｅ ｒ ａ ｓ ｅ   Ｃ  
ｈ ａ ｉ ｎ   Ｒ ｅ ａ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ 、 Ｐ Ｃ Ｒ ） の よ う な 分 子 診 断 法 な ど を 主 に 活 用 し て 分 析 し て  
い る が 、 分 析 に 数 日 か ら 一 週 間 ほ ど の 時 間 を 要 す る た め 、 食 品 安 全 事 故 の 原 因 を 迅 速 に 把  
握 し 、 対 応 す る に は 限 界 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 既 存 の 水 産 物 の 試 料 に お い て 、 水 産 物 に お け る 危 害 微 生 物 を 検 出 す る た め に 必 要  
な 検 体 は 、 最 低 ２ ５ ｇ で あ り 、 食 品 公 転 に 記 載 さ れ た 検 体 採 取 方 法 は 、 次 の と お り で あ る  
。 採 取 さ れ た 全 検 体 か ら 食 べ ら れ る 部 位 の み を 取 り 、 均 質 化 し た 後 、 そ の 中 か ら 一 定 量 を  
１ つ の 試 験 検 体 と す る 。 た だ し 、 魚 類 は 、 頭 、 尾 、 内 臓 、 骨 、 鱗 を 除 去 し た 後 、 皮 を 含 む  
筋 肉 部 位 を 試 験 検 体 と し 、 こ の と き 検 体 を 水 か ら 取 り 出 し た り 、 水 洗 い し た 場 合 に は 、 標  
準 ふ る い （ ２ ０ ｍ ｅ ｓ ｈ ま た は そ れ と 同 等 の も の ） に 載 せ て 水 切 り を し て か ら 均 質 化 す る  
（ 食 品 公 転 第 ７ ． 検 体 の 採 取 お よ び 取 扱 方 法 、 ６ ． 個 別 検 体 の 採 取 お よ び 取 扱 方 法 ） 。 そ  
の た め 、 食 品 公 転 に よ る 試 料 を 採 取 す る 際 に は 、 商 品 の 価 値 が 低 下 す る こ と に よ る 経 済 的  
損 失 が 生 じ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 こ れ を 改 善 す る た め に 、 ｐ ｌ ａ ｓ ｔ ｉ ｃ   ｓ ｙ ｒ ｉ ｎ ｇ ｅ － ｓ ｔ ｙ ｌ ｅ   Ｍ Ｋ ７   ｉ ｍ ｐ  
ｌ ａ ｎ ｔ ｅ ｒ （ Ｂ ｉ ｏ ｍ ａ ｒ ｋ 、 Ｕ Ｓ Ａ ） を 用 い た 試 料 採 取 を 通 じ て 水 産 物 の 生 物 状 態 を  
保 つ た め の 研 究 が 行 わ れ た が 、 こ の よ う な 方 法 に は 、 熟 練 し た 専 門 家 が 行 う 必 要 が あ る と  
い う 短 所 が あ り 、 傷 な ど に よ っ て 商 品 価 値 や 品 質 が 低 下 す る と い っ た 欠 点 が 伴 う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の た め 、 非 熟 練 者 で も 試 料 を 容 易 に 採 取 で き 、 商 品 性 も 損 な わ れ な い 非 破 壊 的 な 試 料  
採 取 装 置 の 開 発 が 求 め ら れ て い る の が 実 情 で あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 従 来 の 諸 問 題 を 解 決 す る た め に 案 出 さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 の 目  
的 は 、 水 産 物 に 危 害 微 生 物 が 感 染 し て い る か 否 か を 確 認 す る た め に 、 水 産 物 の 商 品 性 を 損  
な う こ と な く 、 且 つ 、 非 熟 練 者 で も 試 料 採 取 が 可 能 な 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 を 提 供 す る こ と  
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 は 、 ２ 本 以 上 の 針 が 備  
え ら れ た シ リ ン ジ と 、 前 記 シ リ ン ジ の 移 動 を 案 内 す る ガ イ ド と 、 前 記 ガ イ ド の 下 端 に 結 合  
さ れ 、 前 記 シ リ ン ジ に 弾 性 復 元 力 を 伝 達 す る 針 復 元 手 段 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 シ リ ン ジ は 、 前 記 ガ イ ド の 中 空 に 挿 入 さ れ 、 先 端 運 動 が 行 わ れ 、 前 記 針 が 備  
え ら れ た バ レ ル お よ び 前 記 バ レ ル の 中 空 に 挿 入 さ れ 、 先 端 運 動 に よ っ て 試 料 を 吸 入 す る プ  
ラ ン ジ ャ ー か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 針 復 元 手 段 は 、 前 記 針 が 出 入 り す る 開 口 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 ガ イ ド の フ ラ ン  
ジ に 結 合 さ れ る カ バ ー と 、 前 記 カ バ ー と フ ラ ン ジ と の 間 に 備 え ら れ た ガ イ ド 部 材 と 、 前 記  
ガ イ ド 部 材 に 沿 っ て 移 動 し 、 針 が 横 切 る 貫 通 孔 が 形 成 さ れ た 弾 性 部 材 お よ び 前 記 弾 性 部 材  
と カ バ ー と の 間 に 介 在 さ れ た 圧 縮 ば ね か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 貫 通 孔 の 内 径 は 、 前 記 バ レ ル の 外 径 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴  
と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 バ レ ル に は ガ イ ド 突 起 が 形 成 さ れ 、 前 記 ガ イ ド に は 前 記 ガ イ ド 突 起 が 移 動 す  
る ガ イ ド 溝 が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 ガ イ ド 溝 は 、 前 記 ガ イ ド 突 起 が 進 入 す る 第 １ ガ イ ド 溝 と 、 前 記 バ レ ル の 離 脱  
を 防 止 す る 第 ２ ガ イ ド 溝 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 前 記 ガ イ ド 突 起 が 第 １ ガ イ ド 溝 の 下 端 に 進 入 し た 後 に 前 記 バ レ ル を 回 転 さ せ る と  
、 前 記 ガ イ ド 突 起 が 第 ２ ガ イ ド 溝 に 進 入 す る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ ガ イ ド 溝 と 第 ２ ガ イ ド 溝 と の 間 に は 離 脱 防 止 突 起 が 形 成 さ れ て い る こ と  
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 前 記 第 ２ ガ イ ド 溝 の 下 端 に 前 記 ガ イ ド 突 起 が 回 転 に よ っ て 進 入 す る 係 止 溝 が 形 成  
さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 に よ れ ば 、 非 熟 練 者 で も 手 軽 に 水 産 物 を 採 取 す る こ と  
が で き 、 生 命 に は 影 響 を 与 え な い た め 、 品 質 を 保 つ こ と が で き る 効 果 が あ る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ の た め 、 本 発 明 の 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 に よ り 、 少 量 の 試 料 量 で も 分 子 生 物 学 的 な 検 出  
方 法 を 用 い て 水 産 物 に 危 害 微 生 物 が 感 染 し て い る か 否 か を 確 認 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 を 分 解 し て 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 結 合 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 を 分 解 し て 示 す 底 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 結 合 状 態 を 示 す 底 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 と 従 来 の シ リ ン ジ を 用 い て ヒ ラ メ の 水 産 物 試 料  
の 採 取 方 法 を 示 す 参 考 写 真 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 で 試 料 を 採 取 し た ヒ ラ メ を 示 し た 参 考 写 真 で あ  
る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 で 採 取 し た 試 料 を 用 い た 遺 伝 子 増 幅 実 験 の 結 果  
を 示 す 結 果 値 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 で 採 取 し た 試 料 を 用 い た 遺 伝 子 増 幅 実 験 の 結 果  
を 示 す 結 果 値 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 添 付 さ れ た 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 、 図 １  
の 結 合 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ３ は 、 本 発 明 に よ る 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 を 分 解 し て 示  
す 底 面 斜 視 図 で あ り 、 図 ４ は 、 図 ３ の 結 合 状 態 を 示 す 底 面 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 発 明 に よ る 非 破 壊 試 料 の 採 取 装 置 （ Ａ ） は 、 ２ 本 以 上 の 針  
１ １ １ が 備 え ら れ た シ リ ン ジ １ ０ ０ と 、 前 記 シ リ ン ジ １ ０ ０ の 移 動 を 案 内 す る ガ イ ド ２ ０  
０ お よ び 前 記 ガ イ ド ２ ０ ０ の 下 端 に 結 合 さ れ 、 前 記 シ リ ン ジ １ ０ ０ に 弾 性 復 元 力 を 伝 達 す  
る 針 復 元 手 段 ３ ０ ０ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま ず 、 前 記 シ リ ン ジ １ ０ ０ は 、 前 記 ガ イ ド ２ ０ ０ の 中 空 に 挿 入 さ れ 、 先 端 運 動 が 行 わ れ  
、 前 記 針 １ １ １ が 備 え ら れ た バ レ ル １ １ ０ お よ び 前 記 バ レ ル １ １ ０ の 中 空 に 挿 入 さ れ 、 先  
端 運 動 に よ っ て 試 料 を 吸 引 す る プ ラ ン ジ ャ ー １ ２ ０ か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 前 記 バ レ ル １ １ ０ の 下 端 に ９ 本 の 針 １ １ １ が 備 え ら れ る 。 針 の 本 数 は 必 要 に 応 じ  
て 加 減 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 プ ラ ン ジ ャ ー １ ２ ０ に は 、 前 記 バ レ ル １ １ ０ の 中 空 と 密 着 し て 引 っ 張 ら れ た と き  
に 試 料 を 吸 引 す る ゴ ム パ ッ キ ン １ ２ １ が 備 え ら れ る 。 前 記 プ ラ ン ジ ャ ー １ ２ ０ の 上 端 に 使  
用 者 が 押 圧 す る プ ッ シ ャ １ ２ ２ が 備 え ら れ て い る 。 前 記 プ ッ シ ャ は 、 指 が 挿 入 さ れ る フ ィ  
ン ガ ー グ リ ッ プ の 形 態 で 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 前 記 ガ イ ド ２ ０ ０ に は 、 使 用 者 の 指 が 挿 入 さ れ 、 把 持 す る フ ィ ン ガ ー グ リ ッ プ ２  
１ ０ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 前 記 ガ イ ド ２ ０ ０ の 下 端 に 前 記 針 復 元 手 段 ３ ０ ０ が 結 合 さ れ る フ ラ ン ジ ２ ２ ０ が  
形 成 さ れ 、 前 記 フ ラ ン ジ ２ ２ ０ の 中 心 は ガ イ ド ２ ０ ０ の 中 空 と 同 様 に 貫 通 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 前 記 針 復 元 手 段 ３ ０ ０ は 、 前 記 針 １ １ １ が 出 入 り す る 開 口 部 ３ １ １ が 形 成 さ れ 、  
前 記 ガ イ ド ２ ０ ０ の フ ラ ン ジ ２ ２ ０ に 結 合 さ れ る カ バ ー ３ １ ０ と 、 前 記 カ バ ー ３ １ ０ と フ  
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ラ ン ジ ２ ２ ０ と の 間 に 備 え ら れ た ガ イ ド 部 材 ３ ２ ０ と 、 前 記 ガ イ ド 部 材 ３ ２ ０ に 沿 っ て 移  
動 し 、 針 １ １ １ が 横 切 る 貫 通 孔 ３ ３ １ が 形 成 さ れ た 弾 性 部 材 ３ ３ ０ お よ び 前 記 弾 性 部 材 ３  
３ ０ と カ バ ー ３ １ ０ と の 間 に 介 在 さ れ た 圧 縮 ば ね ３ ４ ０ か ら な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 前 記 カ バ ー ３ １ ０ は 、 内 部 構 成 の 動 作 を 視 覚 的 に 確 認 す る た め に 透 明 素 材 で 形 成  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 前 記 ガ イ ド 部 材 ３ ２ ０ は 、 ３ 個 か ら な り 、 前 記 カ バ ー ３ １ ０ と フ ラ ン ジ ２ ２ ０  
を ３ 点 で 支 持 し た 状 態 で ボ ル ト ま た は ネ ジ に よ っ て 締 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 方 、 前 記 弾 性 部 材 ３ ３ ０ は 、 ガ イ ド 部 材 ３ ２ ０ に 沿 っ て 移 動 し 、 前 記 圧 縮 ば ね ３ ４ ０  
は 、 ガ イ ド 部 材 ３ ２ ０ の 外 周 面 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の と き 、 前 記 弾 性 部 材 ３ ３ ０ は 、 ド ー ナ ツ 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 貫 通 孔 ３ ３ １ の 内 径 は  
前 記 バ レ ル １ １ ０ の 外 径 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 バ レ ル １ １ ０ の 下 端 移 動 に 伴 っ て 前 記 貫 通 孔 ３ ３ １ に 針 １ １ が 突 出 さ  
れ 、 前 記 バ レ ル １ １ ０ が 貫 通 孔 ３ ３ １ に 係 り 止 め ら れ 、 圧 縮 ば ね ３ ４ ０ を 圧 縮 す る こ と が  
で き る 。 す な わ ち 、 圧 縮 ば ね ３ ４ ０ の 弾 性 復 元 力 が バ レ ル １ １ ０ に 印 加 さ れ る 構 造 か ら な  
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 前 記 バ レ ル １ １ ０ に は ガ イ ド 突 起 １ １ ２ が 形 成 さ れ 、 前 記 ガ イ ド ２ ０ ０ に は 、 前  
記 ガ イ ド 突 起 １ １ ２ が 移 動 す る ガ イ ド 溝 ２ ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 、 前 記 ガ イ ド 溝 ２ ３ ０ は 、 前 記 ガ イ ド 突 起 １ １ ２ が 進 入 す る 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ３ １  
と 、 前 記 バ レ ル １ １ ０ の 離 脱 を 防 止 す る 第 ２ ガ イ ド 溝 ２ ３ ２ と か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 方 、 前 記 ガ イ ド 突 起 １ １ ２ が 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ３ １ の 下 端 に 進 入 し た 後 、 前 記 バ レ ル １  
１ ０ を 回 転 さ せ る と 、 前 記 ガ イ ド 突 起 １ １ ２ が 第 ２ ガ イ ド 溝 ２ ３ ２ に 進 入 す る よ う に 構 成  
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 加 え て 、 前 記 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ３ １ と 第 ２ ガ イ ド 溝 ２ ３ ２ と の 間 に は 離 脱 防 止 突 起 ２ ３ ３  
が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 ガ イ ド 突 起 １ １ ２ が 第 ２ ガ イ ド 溝 ２ ３ ２ に 進 入 す る と 、 前 記 離 脱  
防 止 突 起 ２ ３ ３ に よ り 離 脱 を 抑 制 す る 。 す な わ ち 、 使 用 者 の 動 作 に 加 え て 、 ガ イ ド 突 起 １  
１ ２ が 第 ２ ガ イ ド 溝 ２ ３ ２ か ら 離 脱 す る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 第 ２ ガ イ ド 溝 ２ ３ ２ の 下 端 に 、 前 記 ガ イ ド 突 起 １ １ ２ が 回 転 に よ り 進 入 す る 係 止  
溝 ２ ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 す な わ ち 、 前 記 係 止 溝 ２ ３ ４ に ガ イ ド 突 起 １ １ ２ が 進 入 す る と 、 針 １ １ １ は 、 針 復 元 手  
段 ３ ０ ０ の 下 端 に 露 出 し た 状 態 を 維 持 し 、 水 産 物 の 試 料 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 い で 、 前 記 プ ラ ン ジ ャ ー １ ２ ０ を 引 っ 張 っ て 水 産 物 の 試 料 を 採 取 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 非 熟 練 者 で も 容 易 に 水 産 物 の 試 料 を 採 取 す る こ と が で き 、 生 命 に 影 響  
を 与 え な い た め 、 品 質 を 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の た め 、 本 発 明 の 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 を 用 い て 少 量 の 試 料 量 で も 分 子 生 物 学 的 な 検 出  
方 法 に よ り 水 産 物 に 危 害 微 生 物 が 感 染 し た か 否 か を 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 図 ５ は 、 本 発 明 に よ る 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 と 従 来 の シ リ ン ジ を 用 い て ヒ ラ メ の 水 産 物 の  
試 料 の 採 取 方 法 を 示 す 参 考 写 真 で あ り 、 図 ６ は 、 本 発 明 に よ る 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 を 用 い  
て 試 料 を 採 取 し た ヒ ラ メ を 示 す 参 考 写 真 で あ り 、 図 ７ ～ 図 ８ は 、 本 発 明 に よ る 非 破 壊 試 料  
採 取 装 置 に よ り 採 取 し た 試 料 を 用 い て 遺 伝 子 増 幅 実 験 の 条 件 お よ び 結 果 を 示 す 結 果 値 で あ  
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 従 来 技 術 に お い て 、 水 産 物 の 試 料 を 採 取 す る 際 に 用 い ら れ た ｐ ｌ ａ  
ｓ ｔ ｉ ｃ   ｓ ｙ ｒ ｉ ｎ ｇ ｅ － ｓ ｔ ｙ ｌ ｅ   Ｍ Ｋ ７   ｉ ｍ ｐ ｌ ａ ｎ ｔ ｅ ｒ は 、 針 の 径 が 広 く 、  
水 産 物 の 商 品 性 の 低 下 が 起 こ り 得 る が 、 本 発 明 の 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 は 、 直 径 が 狭 い 針 ９  
本 を 用 い て 試 料 を 採 取 す る 方 式 で あ っ て 、 試 料 の 商 品 性 お よ び 生 命 に は 影 響 を 及 ぼ さ な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 を 用 い て 試 料 を 採 取 し て か ら ２ 時 間 が  
経 過 し て も ヒ ラ メ は 、 活 魚 状 態 で 呼 吸 し て い る こ と が 観 察 さ れ 、 試 料 を 採 取 し た 部 位 に お  
い て も 外 観 上 の 傷 や 商 品 性 の 低 下 は 見 ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ７ ～ 図 ８ に 示 す よ う に 、 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 を 用 い て 水 産 物 の 試 料 を 採 取 す る 際 に 特  
定 の 遺 伝 子 増 幅 実 験 を 実 施 し 、 実 験 条 件 は 、 以 下 の と お り で あ る 。
１ ． ヒ ラ メ を 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 を 用 い て ３ 回 、 ５ 回 繰 り 返 し て 試 料 を 採 取 。
２ ． 採 取 し た 試 料 を ３ 次 滅 菌 蒸 留 水 （ １ ０ ｍ Ｌ お よ び ２ ０ ｍ Ｌ ） に ５ 回 繰 り 返 し て 懸 濁 。
３ ． 試 料 が 抽 出 さ れ た 蒸 留 水 を １ ｍ Ｌ ず つ 、 遠 心 分 離 し 、 細 胞 試 料 を 濃 縮 （ 遠 心 分 離 条 件  
： １ ０ ， ０ ０ ０ ｇ 、 ３ ｍ ｉ ｎ 、 ４ ℃ ） 。
４ ． 濃 縮 し た 試 料 を Ｄ Ｎ Ａ 抽 出 キ ッ ト （ Ｄ Ｎ Ａ   ｅ ｘ ｔ ｒ ａ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ   ｋ ｉ ｔ ） を 用 い て  
Ｄ Ｎ Ａ 抽 出 （ Ｄ Ｎ Ａ   ｅ ｘ ｔ ｒ ａ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 。
５ ． 抽 出 し た Ｄ Ｎ Ａ を Ｐ Ｃ Ｒ   ｔ ｅ ｍ ｐ ｌ ａ ｔ ｅ で 用 い て Ｐ Ｃ Ｒ を 行 う 。
６ ． 電 気 泳 動 に よ っ て 特 異 な ｂ ａ ｓ ｅ   ｐ ａ ｉ ｒ （ ｂ ｐ ） の バ ン ド を 確 認 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
実 験 の 結 果 、 非 破 壊 試 料 採 取 装 置 を 用 い て 採 取 し た ヒ ラ メ の 試 料 か ら 特 異 的 な 増 幅 バ ン ド  
が 現 れ 、 ５ 回 の 採 取 だ け で 水 産 物 に お け る 有 害 因 子 を 検 出 す る こ と が 可 能 で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
Ｐ ： 陽 性 コ ン ト ロ ー ル （ ク ド ア ・ セ プ テ ン プ ン ク タ ー タ 遺 伝 子 ）
Ｎ ： 陰 性 コ ン ト ロ ー ル （ ク ド ア ・ セ プ テ ン プ ン ク タ ー タ に 感 染 し て い な い 試 料 ）
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は 前  
述 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 解 釈 さ れ る べ き で あ る  
。 こ の 時 、 こ の 技 術 分 野 で 通 常 の 知 識 を 習 得 し た 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る  
こ と な く 、 多 様 な 修 正 お よ び 変 形 が 可 能 で あ る こ と を 考 慮 し な け れ ば な ら な い 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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